
要旨：日本農業遺産である福井県三方五湖および滋賀県琵琶湖の 2 地域が抱える課題を抽出し，解決策を
提案した。2 地域が抱える課題は，漁業従事者および漁獲量の減少である。これらの課題を解決する方策
として，各地域が単独で対処するのではなく，2 地域が技術的および地理的に連携することを提案した。
技術的な連携の具体策は日本農業遺産フォーラムを年 1 回程度開催すること，地理的な連携の具体策は地
理的距離が近い地方ごとに連携することである。重要な点は，日本農業遺産の各地域が世界農業遺産認定
だけに焦点を合わせるのではなく，まずは協力し合って，観光客を呼び込むという発想である。近年は農
村地域の高齢化・過疎化が進行し，従来の農業を継続していくことが困難になってきている。このような
状況の下，現在まで継承されてきた農林水産業システム，農村文化や田園風景を未来に継承し，農村地域
を活性化していくためには，日本農業遺産に認定された地域が技術的および地理的に連携することが効果
を発揮すると考えられる。

Abstract : I propose solutions for the two regions of Mikata Five Lakes, Fukui Prefecture and Lake 
Biwa, Shiga Prefecture, which are both designated as Japanese Nationally Important Agricultural 
Heritage Systems (J-NIAHS). The challenges facing the two regions are the reduction of fishermen 
and fish catches. As a measure to solve these problems, I proposed that the two regions should 
cooperate technically and geographically, instead of dealing with each region alone. The concrete 
measure of technical cooperation is to hold the J-NIAHS Forum about once a year, and the concrete 
measure of geographical cooperation is to cooperate in each region with a short geographical distance. 
Rather than only focusing to become certified as Globally Important Agricultural Heritage Systems 
(GIAHS), it’s important for J-NIAHS to first cooperate with each other to raise awareness and attract 
tourists to these areas. In recent years Japan’s aging population and depopulation of rural areas has 
steadily increased, making it difficult to continue conventional agriculture. I consider it is effective for 
the areas certified as J-NIAHS to work together both technically and geographically to preserve the 
important agriculture, forestry and fishery systems, as well as the rural culture and landscapes that 
have been inherited up to now.
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Ⅰ .　はじめに

　わが国は近年人口減少社会に突入した。特に，
農村地域では高齢化・過疎化が進行し，従来の
農業を継続していくことが困難になってきてい
る。中山間地域は条件不利地域として捉えられ
てきたが，条件が悪いなかで行われてきた農業
生産活動，それに結びついた農地の維持管理や
農村生活が，食料を供給するだけでなく，国土
の保全，自然環境の保全，景観の保全などの多
面的機能を育んできた（木村 , 2003）。今後は，
このような貴重な農村資源を未来に継承してい
くための方策を実践することが求められる。た
とえば，中山間地域の多面的機能を維持する方
策として，松井（2021）はため池を利用して中
山間地域を 3 区域にゾーニングすることを提案
した。
　本報では，農村地域のなかでも特に農文化や
農業生物多様性が育まれている日本農業遺産に
認定された地域を取り上げ，日本農業遺産を活
用した農村の活性化策を提案することを目的と
する。

Ⅱ .　調査地および方法

　日本農業遺産は，わが国において重要かつ伝
統的な農林水産業を営む地域（農林水産業シス
テム）を，農林水産大臣が認定する制度である。
令和 4 年 1 月現在 22 地域が日本農業遺産に認定
されており，多様で地域性に富む伝統的な農林
水産業が受け継がれている（表 1）。
　一方，日本農業遺産と並んで世界農業遺産が
ある。表 1 の①，④，⑧の 3 地域は日本農業遺
産に認定された後，世界農業遺産へ申請し，承
認を受けた。
　本報では，調査対象地として⑩福井県三方五
湖地域の「汽水湖沼群漁業システム」および⑪
滋賀県琵琶湖地域の「森・里・湖に育まれる漁
業と農業が織りなす琵琶湖システム」を選定し
た（図 1）。三方五湖は，三方湖，水月湖，菅湖，
久々子湖，日向湖からなる 5 つの湖である。そ
れぞれの湖の特性や生息する魚に応じた伝統漁
法が営まれている。冬に竹竿で水面を叩いて，

湖底にじっとしているフナ・コイを驚かし，刺
し網で獲る「たたき網漁」や，熊手に似た手掻
きの漁具で幼い貝をふるい落とし，大きな貝の
み獲る「シジミ漁」などは，いずれも大量に漁
獲しない持続的な伝統漁法である（農林水産省 , 
2021）。琵琶湖は，弥生時代以降，人が開発した
水田にニゴロブナなどの湖魚が遡上し，そこを
繁殖場として利用するようになった。人は農作
業の傍ら，こうした湖魚を捕獲する待ち受け型
の漁法「エリ漁」を発展させてきた（農林水産

表 1　日本農業遺産 （農林水産省ホームページ）
Table 1 List of J-NIAHS
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省 , 2021）。本 2 地域は地理的距離が近く，とも
に世界農業遺産認定を目指している。その他に
も，ラムサール条約湿地に登録されている，若
狭湾国定公園および琵琶湖国定公園に属してい
る，三方五湖および琵琶湖の北部に浮かぶ竹生
島は国の名勝に指定されているなどの共通点が
ある。
　本報では，日本農業遺産を活用した農村の活
性化を図るために，2 地域が抱える課題を抽出
し，解決策を提案することを目的とする。調査
方法は，2 地域の現状および問題点を明らかに
するために，漁業従事者および漁獲量の実態を
漁業センサス，福井県内水面漁業協同組合連合
会および滋賀県が公表しているデータを用いて
解析した。漁業従事者に関しては，2003 年か
ら 2018 年まで 15 年間の男女別および年齢別推
移を調査した。漁獲量に関しては，1999 年から
2014 年まで 15 年間の推移を調査した。

Ⅲ .　結果

１． 漁業従事者の推移

　三方湖および琵琶湖における男女別漁業従事
者の推移を図 2 に示す。三方湖は 2003 年から
2013 年までやや増加したが，2018 年に顕著に減
少した。一方，琵琶湖は 2003 年から 2018 年に
かけて徐々に減少した。
　三方湖と琵琶湖では漁業従事者に占める女性
の割合が異なった。三方湖は 2003 年に 4.9%，
2008 年に 4.5%，2013 年に 2.1%，2018 年にはまっ
たくいなくなった。一方，琵琶湖は 2003 年が
23.7%，2008 年に 23.8%，2013 年に 23.2%，2018
年に 20.0% を占めた。三方湖は琵琶湖と比較し
て，漁業従事者に占める女性の割合が顕著に小

図 2　a 三方湖および b 琵琶湖における男女別漁業従
事者の推移 （農林水産省ホームページ）
Fig. 2 Changes in number of fishermen by sex in a 
Mikata Lake and b Lake Biwa

 

 

a

b
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図 1　三方五湖および琵琶湖地域の位置
Fig. 1 Location of Mikata Five Lakes and Lake 
Biwa areas

 



さかった。
　三方湖および琵琶湖における年齢別漁業従
事者の推移を図 3 に示す。70 歳以上が占める
割合は，三方湖は 2008 年に 31.8%，2013 年に
51.1%，2018 年に 57.1% を占めた。一方，琵琶
湖は 2008 年に 26.6%，2013 年に 34.9%，2018 年
に 42.1% を占めた。三方湖は琵琶湖と比較して，
漁業従事者の高齢化の進行が顕著であった。三
方湖において 2018 年の漁業従事者が顕著に減少
した原因は，2013 年に 51.1% を占めた 70 歳以
上がリタイアしたことによると推定される。
　また，50 歳代以下の漁業従事者に注目すると，
三 方 湖 は 2008 年 に 27.3%，2013 年 に 12.8%，
2018 年に 7.1% を示し，若年層の参入がほとん

ど見られなかった。一方，琵琶湖は 2008 年に
37.0%，2013 年に 28.2%，2018 年に 24.8% を示し，
三方湖と比較して減少の程度が緩やかであっ
た。

２． 漁獲量の推移

　三方五湖および琵琶湖における漁獲量の推移
を図 4 に示す。三方五湖のコイ，フナ類は 1999
年から 2003 年までは各々 20t，15t 前後の漁獲
量であったのに対し，近年はいずれも 5t 前後を
示し，15 年間で約 1/4，1/3 へ減少した。シジ
ミ類は 1999 年から 2006 年までは 1 ～ 2t の漁
獲量であったのに対し，近年は 6 ～ 7t 前後へ
増加した。一方，琵琶湖のコイ類は 1999 年か

図 4　a 三方湖および b 琵琶湖における漁獲量の推移 
（福井県内水面漁業協同組合連合会 , 2012; 滋賀県ホー
ムページ）
Fig. 4 Changes in fish catches in a Mikata Five 
Lake and b Lake Biwa
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図 3　a 三方湖および b 琵琶湖における年齢別漁業従
事者の推移 （農林水産省ホームページ）
Fig. 3 Changes in number of fishermen by age in a 
Mikata Lake and b Lake Biwa
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ら 2002 年までは約 30t の漁獲量であったのに対
し，近年は約 10t を示し，15 年間で約 1/3 へ減
少した。フナ類は 1999 年から近年まで 100t 前
後を示し，大きな変化は見られなかった。シジ
ミ類は 2000 年から 2003 年にかけて約 80t から
約 230t に増加したのに対し，それ以降は減少し，
近年は 50t 前後を推移した。

Ⅳ． 考察

１． 漁業従事者と漁獲量の関係

　2008 年と 2013 年の間で年齢別漁業従事者と
漁獲量の関係を考察する（表 2）。2 地域におい
て 2008 年と 2013 年の間で年齢別漁業従事者の
推移は，2 地域とも 50 歳代の漁業従事者の占め
る割合が減少し，60 歳代以上のそれが増加する
傾向を示したが，その程度は三方湖が琵琶湖と
比較して顕著であった。漁獲量の推移は，三方
五湖ではコイ，フナ類は各々 50％，70％に減少
したのに対し，琵琶湖ではコイ類は増加し，フ
ナ類は減少したものの，その減少率は 88% にと
どまった。以上のことから，三方湖では漁業従
事者の高齢化が急速に進行し，それに伴って漁
獲量（コイ，フナ類）の減少につながったと推
定される。つまり，漁業従事者の高齢化が進行
することによって漁獲努力量が減少し，漁獲量
が減少する。その結果，漁業への魅力が薄れ，
さらに漁業従事者が減少するという負のスパイ
ラルに陥っている可能性が考えられる。

表 2　a 年齢別漁業従事者および b 漁獲量の関係
Table 2  Relationship between a  number of 
fisherman by age and b fish catches

 

a

b

２． 漁業従事者と漁獲量を増加させる方法

　三方五湖は漁業従事者および漁獲量が比較的
多い琵琶湖を参考にするのがよい。琵琶湖では
漁業従事者に占める女性の割合が大きく，後継
者も成育していることから，三方五湖でも女性
の漁業従事者を増加させ，後継者不足を解消す
るのに役立つと期待される。しかし，琵琶湖も
また着実に高齢化が進行していることから，日
本農業遺産に認定されている他地域を参考にす
るのがよい。その際，技術的連携および地理的
連携の 2 つを提案する。重要な点は，日本農業
遺産の各地域が世界農業遺産認定だけに焦点を
合わせるのではなく，まずは協力し合って，観
光客を呼び込むという発想である。観光客が増
加すれば各地域に活気が戻り，若者が漁業に興
味・関心を示し，漁業従事者が増加する可能性
が考えられる。国内の世界農業遺産認定地域も
また，各地域が連携・交流して，世界農業遺産
の保全や利活用に関する取組や成果の情報交換
を行っている（濱本 , 2016）。

1）技術的連携
　技術的連携は，技術の継承という観点に立っ
て連携することを意味する。同じ分野では共通
するノウハウや悩みがあると推定され，技術的
に連携することによって，相乗効果が期待され
る。日本農業遺産 22 地域を水田，畑地，果樹，
畜産，林業および漁業の 6 分野に大別した（表
3）。登録地域で日本農業遺産フォーラムを年 1
回程度開催することを提案する。分野ごとに地
域独自のシステムが存在すると考えられ，フォー
ラムをとおして他地域のノウハウを知ることは，
わが地域のシステムの見直しにつながり，新し
い気づき，そして問題解決に資することが期待
される。

2）地理的連携
　地理的連携は，地理的距離が近い地方ごとに
連携することを意味する（表 4）。最初に各地域
が存在する市町村と県が連携し，次に県同士が
連携するのである。同一県内で複数の日本農業
遺産を有する場合は，最も連携しやすい。兵庫
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県は 3 地域，和歌山県は 3 地域，三重県は 2 地域，
宮崎県は 2 地域存在する。複数の地域を訪問し
た際，宿泊料金を割り引いたり，地域の特産品
を贈呈したりするサービスを提供することによ
り，観光客の期待に応えられる。同一県内でな
くても，同一地方であれば移動にかかる負担は
小さい。なお，三方五湖および琵琶湖の 2 地域
は北陸および近畿の異なる地方に分類されるが，
人・物流は活発である。

Ⅴ． おわりに

　本報では，三方五湖および琵琶湖の漁業従事
者と漁獲量を増加させるために，他地域と連携
し観光客を誘致することによって漁業の魅力を
取り戻す方法を提案した。本報で提案した日本
農業遺産 22 地域を技術的および地理的に分類し
た試みは今までに一切見られず，このアイデア
は画期的である。本 2 地域はいずれも漁業分野
に属し，かつ地理的距離が近いことから，連携
の実現可能性が極めて大きいと考えられる。
　本報で提案した日本農業遺産の技術的および
地理的な連携は，動的保全（武内 , 2016）の 1
つの実践案と考えられる。湖沼環境の改善など
のハード対策には長期の時間を要することが多
く，その検証を含めてから社会実装するのでは
遅い。結論が出る前に現実の問題に対処するこ
とが求められるため，湖沼環境の改善と他地域
との連携を併せて実践し，順応的管理していく
ことが望まれる。湖沼環境の改善は時間とコス
トがかかるのに対し，他地域との連携は各地域
のやる気次第ですぐにでも始めることができる。
　近年は農村地域の高齢化・過疎化が進行し，
従来の農業を継続していくことが困難になって
きている。ロボット技術や ICT，スマート農業
といった新しい技術を駆使した農業も登場し，
伝統的な農業の継承がますます難しくなってき
ている。このような状況の下，現在まで継承さ
れてきた農林水産業システム，農村文化や田園
風景を未来に継承し，農村地域を活性化してい
くための簡便かつ効果的な対策として，日本農
業遺産に認定された地域が技術的および地理的
に連携することが重要であると考える。

表 3　日本農業遺産の技術的分類
Table 3 Technical categorization of J-NIAHS

 
表 4　日本農業遺産の地理的分類
Table 4 Geographical categorization of J-NIAHS
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